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過去のPBLの情報を用いた工数見積り支援ツールの
開発
齋藤 尊　新美 礼彦　伊藤 恵
企業におけるソフトウェア開発では，FP 法や COCOMO などの工数見積り手法が使われている．これらの手法で
は，機能の複雑さやエンジニアの技術などの補正係数を利用する．しかし，ソフトウェア開発 PBL(Project-Based
Learning) では，開発経験の浅い PBL 参加者がそれらを算出するのは難しいため，これらの手法を PBL で活用す
るのは困難である．そのため，PBL を対象とした工数の見積り方法が求められている．一方 PBL では，そのプロ
ジェクト活動中に様々なデータを蓄積することができる．しかし，既に終了したプロジェクトも含め，それらのデー
タが十分に活用されていない．そこで本研究では，過去および進行中の PBL で蓄積されたデータを利用して，各成
果物作成の工数見積りを行うツールを提案する．本ツールを進行中の PBL に適用することで，PBL に参加してい
る学生たちが正確に作業見積りができるようになることが期待される．
Man-hour estimate technique such as Function Point method or COCOMO(constructive cost model) is
generally used in software development companies. It need some correction coecients. But, in software
development PBL(Project-Based Learning), it is dicult that PBL participants who do not have so much
software development experience use these estimate technique because they may not have enough skills for
calculating these coecients. On the other hand, we can accumulate various data in PBL. However, these
data have not been inected fully. So, in this paper, we propose a man-hour estimation tool for making
deliverables which uses some data accumulated from already ended and on-going PBL. It is expected that
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ポイント法 (FP 法) を代表とする規模見積もり，や




















































































































































































































す．この 11プロジェクトのうち，Aから Eまでの 5
















プロジェクト A B C D E F G H I J K
開発期間 (月) 2 2 2 8 8 0.16 0.16 0.16 0.16 4 4
メンバ数 (人) 5 5 5 5 10 5 5 5 5 7 8
参加学年 3 3 3 3 M1,2 M1,2 M1,2 M1,2 M1,2 M1,2 M1,2
開発種別 新規 新規 新規 再開発 新規 新規 新規 新規 新規 機能拡張 新規
表 2 プロジェクトごとの取得リビジョン情報
プロジェクト A B C D E F G H I J K
取得リビジョン数 64 件 27 件 69 件 479 件 467 件 23 件 45 件 327 件 109 件 47 件 196 件
一月あたりの
リビジョン数 32 件 13.5 件 34.5 件 59.9 件 58.4 件 143.8 件 262.5 件 2043.8 件 681.3 件 11.8 件 49 件
ソースコード
有無 なし なし なし あり あり あり あり あり あり あり あり
ドキュメント
有無 あり あり あり あり あり なし なし なし なし あり あり
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プロジェクト A B C D E F G H I J K
取得チケット数 25件 17件 25件 160件 240件 48件 22件 10件 45件 4件 44件
一月あたりの











































プロジェクト A B C D E F G H I J K
取得議事録数 13件 13件 13件 50件 61件 0件 2件 0件 2件 5件 24件
一月あたりの


































4. 2節と 4. 3節，および 4. 4節で得たデータより，








































表 8 各プロジェクトにおける成果物ごとの推定実績工数 (人日)
成果物 要件定義書 ユースケース記述 画面遷移図 ER図 ソースコード 発表用スライド 報告書
A 89 55 10 0.09 215 133 210
B 70 63 69 28 140 133 210
C 64 44 5 72 140 133 210
D 155 112 72 90 410 63 125
E N/A N/A 10 3 1660 126 370
F N/A N/A N/A 0.04 10 0.17 N/A
G N/A N/A 0.01 N/A 10 1 N/A
H N/A N/A N/A N/A 10 1 N/A
I N/A N/A 0.16 N/A 8 1 N/A
J 49 N/A N/A N/A 392 N/A N/A








Eort = Size(1 +
X
COi) (1)
この式 1の Eort が工数を表し，Size が見積り規模
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